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はつかいち平和ツアーin広島２０２６ １６か国の留学生が参加

第４回 廿日市市市民活動センターフェスティバル

２０２７年３月７日（日）開催に向けて、実行委員会を編成しました！

第４回 廿日市市市民活動センターフェスティバルを、２０２７年３月７日（日）に開催します。当市民

活動センターでは、９月１日（火）に第１回実行委員会を開催しました。

現在、廿日市市市民活動センターフェスティバル実行委員会では、今回のテーマとして、「つどう・まじ

わる・しりあう」のもと、開催案内ポスターデザインの募集を行っております。参加資格は、『廿日市市市

民活動センターへのネットワーク登録済の団体』／『市民活動センターフェスティバルにご参加いただいて

いる団体』となっております。

１０月３１日（土）が締め切りとなっており、ご提出いただいたポスターデザインにつきましては、本市

民活動センターフェスティバル実行委員会の中で選定・選考し、ホームページにて当選ポスターデザインを

公開させていただきます。皆さんからの応募をお待ちしております。

（廿日市市市民活動センターフェスティバル実行委員会）

廿日市市市民活動センターでは、南側入り口にペットボトルキャップ回収ＢＯＸを設置し、集まったペッ

トボトルキャップを日本赤十字社を通じて、ポリオワクチンへ交換する取り組みを行っています。満杯（約

３０００個～約３５００個）で３人～４人分のワクチンになります。

ポリオは乳幼児に弛緩性麻痺を引き起こし、後遺症や成人後の死亡率も高い感

染症で、世界では未だに根絶できていません。日本でも輸入症例防止や変異型ウ

イルスの監視が課題とされ、ワクチン接種率維持が重要です。皆さんのご協力が

、根絶活動の一助となります。引き続きご支援をお願いいたします。

ペットボトルキャップでポリオワクチン（急性灰白髄炎予防ワクチン）を！

８月５日から９日の４泊５日、日本の大学に通う留学生１７名がホームステイ先で日本の生活

を楽しみ、日中は平和学習に参加しました。２１回目を迎える今年は、中央市民センターと共催

し、書道体験、箏クラブの演奏、空手クラブの演武で楽しく交流しました。

被爆体験英語講話には６５名が集まり、被爆体験家族伝承

講話では、原爆投下当時の廿日市の様子を７２名が聞き入り

ました。平和について一緒に考えるとても良い時間となりま

した。

８月７日碑巡り開始前に原爆ドーム前で記念撮影

フェアウェルパーティー。今年は留学生と日本人大学生のパフォーマン

ス発表で盛り上がりました。

（記事提供：廿日市市国際交流協会）

「残念さん」の歴史を知ろう ～高速道路から見える不思議な看板～

高速道路を走っていると、広島県廿日市市大野で「残念さん」と記された看板が目に入ります。その名が

伝えるのは、幕末の戦乱にまつわる一人の武士の物語です。

慶応２年（１８６６年）、幕府と長州藩が戦った第二次長州征討では、広島藩領へ通じる芸州口も戦場と

なりました。大野の四十八坂周辺では攻防が続き、７月９日、宮津藩士の依田伴蔵が長州側の陣営へ向かい

ます。和平に関する伝達を託されていたとされますが、敵兵と誤認されて撃たれ、「残念…！」と言い残し

て亡くなったと伝えられています。

その死を悼み、地域の人々が祠を設けたことから、依田伴蔵は「残念さん」と呼ばれるようになりました。

現在の残念社は、戦いの記憶だけでなく、立場を越えて平和を

願った人の姿を伝える場所でもあります。周辺には依田神社など

関連史跡も残り、地域の人々によって守られています。看板の先

にある小さな社は、大野に刻まれた幕末史を静かに今へ伝えてい

ます。

（出典資料・記事参考）

AI生成 - ChatGPT

廿日市市「広報はつかいち」2018年6月号 大野の残念社・依田神社、依田伴蔵、地域住民による建立・保全活動、7月9日前の週末の祈念祭

丹後地区広域市町村圏協議会『近世・近代における郷土の先覚者』 宮津藩士・依田伴蔵の経歴、慶応2年の第二次征長戦争、使者としての経緯

大竹市歴史研究会「長州戦争（芸州口の戦い）」 第二次長州征討と芸州口の戦い、依田伴蔵に関する地域史の伝承

一般社団法人はつかいち観光協会「残念社」 現地の由来、四十八坂周辺との関係、残念社に関する観光情報
AI生成 - ChatGPT



９月１８日（金）に、第２回「みんなの健康教室 ～ｅスポーツでフレ

イル対策！～」を開催しました。

７０代から８０代の８名が参加し、まずｅスポーツの定義やｅスポーツ

が脳に与える影響などを講師の大窪さんが解説しました。そして、ゲーム

初心者の方もｅスポーツを体験しました。今回は「ぷよぷよ」と「太鼓の

達人」を使い、操作方法やゲームの楽しみ方について説明を受けた後、実

際にゲームをプレイしました。初めてｅスポーツに触れる方もいましたが、

操作方法を学びながら、楽しんで体験することができました。

アンケートでは、「とても満足」が６名、「やや満足」が２名となり、

参加者全員から肯定的な評価をいただきました。また、「ｅスポーツを初

めて体験したが、思っていたよりも面白く、楽しかった」「ぷよぷよの説

明について、講義終了後にアドバイスを受けて理解が深まった」といった

感想も寄せられました。さらに、「次回の開催や、プレイする機会を楽し

みにしている」「今回の体験をきっかけに、今後もチャレンジしてみたい

」といった声もありました。

今回の教室を通して、ｅスポーツを身近に体験し、その楽しさに触れて

いただくことができました。参加者からは次回の開催を期待する声もあり、

ｅスポーツを楽しみながら、新しいことに挑戦する機会となりました。

廿日市市市民活動センターの企画事業・行事予定表

第２回 みんなのスマホ教室

防災編 スマホで始めよう！ 防災の備え
～災害時に、自分で必要な情報を取得するスキルを身につけよう～

８月１１日（火）開催の第１回「みんなのスマホ教室」では、た

くさんの方にご参加いただき、とても好評をいただきました。

次回 第２回「みんなのスマホ教室」は、防災編として災害が発

生した場合に、スマートフォンから正しい情報を取得して、安全に

避難するための活用術を学びます。

生活のほとんどにスマートフォンが利用されているように、各省

庁から発表される情報もスマートフォンから取得できるように公開

されています。災害発生の最初の情報も、スマートフォンが自動的

に教えてくれます。

スマートフォンを活用して、いち早く適切な避難を始められるよ

うに、正しい情報を入手しましょう。

ぜひ、１０月１３日（火）は、第２回「みんなのスマホ教室」に

ご参加ください。

第２回 みんなのスマホ教室

防災編 スマホで始めよう！

防災の備え

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年１０月１３日（火）

１３時３０分～１５時００分

第３回 みんなのスマホ教室

健康管理編 スマホで健康管理

してみよう

場 所：廿日市市市民活動センター

日 時：２０２６年１２月１５日（火）

１３時３０分～１５時００分

８月１日（土）廿日市市市民活動センターで「地域の未来ビジョン」と題

して廿日市商工会議所 会頭 澁谷憲和 様によるまちづくり講演会が開催され

ました。

澁谷会頭は、自分のプロフィールや商工会議所の成り立ちから現状を紐解

かれ、商工会議所の役割を説明されました。

そして経営支援や会員のネットワークを通じて経済界が取り組む地域の振

興、連携によって生み出される新たなビジネスチャンスを紹介され、重点と

して取り組んでいる「経済：オールはつかいちで」「環境：地球環境にやさ

しい行動」「文化：継承し伝える」について説明されました。

さらに廿日市市のこれからについて経済・産業・観光が調和した一つのま

とまりや秩序を作り出す未来ある街になること、廿日市商工会議所の提言と

して、廿日市・佐伯・吉和・大野・宮島の五つの地域の歴史と魅力を「知ろう・連携しよう・体験しよう・

魅力を発信しよう」と話されました。

最後に、先人から受け継いできたまちを次に繋ぐ繋ぎたいま

ち、市民・企業・行政が応援し合えるまち、長い歴史に育まれ

た文化や豊かな自然を守り繋ぐまち、環境・生物多様性に取り

組み守るまち、廿日市市に関わりのある様々な人と繋がるまち

を目指し、希望が持てる魅力あるまちにしていきたいと地域の

未来ビジョンを示されました。

廿日市商工会議所 澁谷会頭による まちづくり講演会 が 開催されました！９月１８日（金）に、フレイル予防のためのｅ－ｓｐｏｒｔｓ体験会を実施しました。

第２回 災害から身を守るための

防災教室 秋の出前授業

場 所：金剛寺小学校

（地御前２丁目２２ー１）

日 時：２０２６年１１月１３日（金）

廿日市市市民活動センターでは、

様々な企画事業・行事を計画しております！

ぜひ、ご参加ください！

第２回「みんなのスマホ教室」のお申し込みは、

こちらのＱＲコードをスマートフォンでお読み取りください！

市民活動センターでは、ｅ－ｓｐｏｒｔｓを体験できます！

ｅスポーツは、ゲームを楽しみながら、世代を問わず新しいこと

に挑戦できる活動です。市民活動センターでは、ｅスポーツ体験用

の機器を常設しています。

興味のある方は、ぜひ気軽に体験してください。

高齢者がｅスポーツのゲームにふれることは認知症予防に効果的

という結果も出ています。若さを保つためにも是非ためしてくださ

い。


